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活動の目的 匂効果を意識した合意形成の在り方の追究
-ファンクショナルdアプロ-チの導入とフアシリテ-ション活用による話し合いの質の向上を目指して一
学校力開発コ-ス (10220918) 今 将 史
本研究では,教員間のコミュニケーションにおける理念や手法を検証し,学校の持つ力
を高めることを目指す｡そこで,所属校の教育活動を僻轍する習慣を形成し価値創造や問
題解決の足がかりとするために,目的や効果を想起するファンクショナル ｡アプローチと
いう思考法を導入する｡加えて,話し合いの活性化と適切な合意形成が図られるようフア
シリテ-ションの手法等を教育現場で適用し,話し合いの質の向上について検討する｡
[キーワード]ファンクショナル ｡アプローチ,フアシリテ-ション,価値創造,問題解決,納得
1 問題の所在と方法
(1)問題の所在及び研究の背景
学校現場は,児童数や学級数の減少,それにと
もなう職員の減少,新学習指導要領-の対応,特
別な支援を要する児童の増加,地域や保護者の意
識の多様化,社会の要請の増大などにより,様々
な問題 (課題)解決を迫られることが多くなって
きている｡教員は,多忙な中においても,話し合
いの場を設定し対応策を考案することが必要であ
り,どの学校においてもそのことを実践している
状況にある｡まさに,学校現場は ｢話し合いと合
意形成の連続｣によって成り立っているのであり,
同僚同士の話し合いを質的に高めていくことが,
よりよい学校運営の鍵となると考える｡社会的な
役割を果たす学校,より魅力的で特色のある学校
にしていくために,有意義な話し合いと確かな合
意形成の場を設定することは,学校現場において
不可欠なものである｡
(2)研究の目的
価値創造や問題 (課題)解決に至るための教員
間コミュニケーションの理念や方策を探究して,
活動の目的や効果を確認したり,お互いの能力を
発揮したり,知見を引き出したり,葛藤を乗り越
えたりしながら,今,目の前にいる子どもたちの
ため,一丸となって考え実行する教師集団を形成
するための手法を明らかにする｡
(3)研究の方法
学校における話し合いを,学校研究や教育課程
編成など新たな教育活動を創出する ｢価値創造｣
のための話し合いと,学校で生じた問題や課題を
解決するための ｢問題 (課題)解決｣のための話
し合いとに大別し,検討していく｡
① 1年目は,話し合いの現状と意識調査を行う
とともに,テーマに迫るため,文献や外部研修
会などを通じた理論研究を積み重ねる｡
② 2年目は,｢そもそもの-｣といった根源的な
ものを明らかにするために ｢ファンクショナ
ル ｡アプローチ (以下F｡Aと略)｣を導入し,
その活用 ｡普及を進めながら,話し合いの活性
化と確かな合意形成に効果があるか検証する｡
F｡Aとは問題解決に到るための思考法の一つ
で,問題になっている物事から離れ本質となるフ
ァンクション (目矧 効果,効用,機能,働き,
役割,意味,理由等)を意識し,そこを足掛かり
にして問題を解決しやすくする｡ファンクション
という言葉は,一般的に ｢機能｣や ｢役割｣ とい
う意味合いで使われるが,教育現場になじみやす
いよう,本研究では｢目的や効果｣と記している｡
また,職員が納得しながら話し合うための手
法として ｢フアシリテ-ション｣を活用し,そ
の効果を検証する｡F｡Aとフアシリテ-ショ
ンの位置づけとその効果については図1に示す｡
図1.筆者作成
ド.Aやフアシリテ-シヨンの位置づけとその効果
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【学校において想定される場面】
｢評価の上に立つ価値創造｣
学校研究の方向性や,学校評価をもとにした
教育課程の在り方の検討等
｢組織構造の検討｣
児童数や学級数の減少を受けて,校内職員組
織や児童会組織,pTA組織等の改編の検討等
｢教育活動の振り返りと精選｣
例年行っている行事等を,学校教育目標の具
現化を念頭にしつつ,時数確保や多忙化解消を
図る話し合い等
2 先行研究の検討
(1)FIAの学校現場-の導入
横田(2010)は経営改善コンサルタントの立場か
ら,｢カタチ優先｣の教育に警鐘を鳴らし,次世代
を担う子どもたちにF･Aの思考法を伝え,問題
の多様性に対応できるようにしたいと述べている｡
また,ドキュメンタリー 番組 ｢情熱大陸｣の中で,
学生にファンクショナル ･アプローチの効用につ
いて,熱心に語る場面も見られた｡
(2)フアシリテ-ションの学校現場-の導入
山形大学教職大学院の鈴木(2010)は,所属校に
おいて,運動会の企画を立案するとき,フアシリ
チ-ションの手法を用いた｡プロジェクトチーム
を立ち上げ,グランドルールをもとに,黒板を活
用することで発言を可視化しながら新たな価値を
創造し,基本構想を練り上げた｡ ｢この基本構想は
全職員に浸透し,運動会は質的に高まり成功を収
めた｡｣ としている｡
3 実践と結果 (明らかになったこと)
(1)話し合いの現状と教師の意識調査
筆者が山形県内A地区30校の小中学校に所
属する中堅教員58名を対象に,校内での話し合
いの状況についてアンケー ト調査をしたところ,
以下のような結果を得た｡
【アンケート1 話し合いの傾向とその後】
50%の教員は,校内での話し合いは,発言力
のある教員がリー ドしていると感じている｡また,
そういった話し合いで物事が決まったとき,その
後の取り組みに個人差や温度差が生じたと認識し
ている教員は69パーセントに上る｡
【アンケー ト2 手段と目的の混在化】
話し合いをしていて,｢手段｣と ｢目的｣が混在
したことがある (具体的には ｢児童 ･生徒につけ
たい資質や能力｣と因果関係の薄い ｢手段｣の検
討に話し合いが偏ってしまった経験等)と答えた
教員の割合は42%に上り,｢ない｣の25%を上
回っている｡また,｢意識したことがないので分か
らない｣が33%というのは質問の意味が分かり
にくかったことも要因として考えられるが,普段
あまり意識されていない状況も推察される｡
【アンケー ト3 短期目標や指針の浸透率】
会議や研究会などで決まった短期的な目標や
指針は,全職員に浸透しているかについての問い
について,42%の教員が ｢浸透していないとき
がある｣ と回答している｡
【アンケー ト4 長期目標や指針の浸透率等】
学校全体として,1年間または学期を通した長
期的な目標や指針が設定され共通理解がなされ
ていると答えた教員は84%おり ｢設定され実行
されたときのプラス面での成果｣を問うたところ,
以下のような数多くの回答があった｡
･ 意思統一し同一歩調で指導でき,児童 ･生徒
にも自覚した行動が見られるようになった｡
･ 学年を越えた指導ができ,子どもの成長を実
感できたので,充実感があった｡
･ 情報交換が活性化した｡
･ 会議-の参加意識が高まった｡
･ 緊急時も一丸となって対応にあたれた｡
･ 評価が共有され日々改善する意識が生じた｡
【アンケー ト1】の結果から,話し合いの場で
発言力のある教員がリー ドする話し合いがなされ
たとき,その後の取り組みに負の影響が出ること
が分かる｡また,【アンケー ト2】の結果から,請
し合いの前提である活動の ｢目的｣が遊離し ｢手
段｣のみが検討されることにより,児童 ･生徒-
の教育効果の低下が懸念されていることが分かる｡
また,短期的スパンで活動するうえでの目標や指
針は,【アンケー ト3】の結果に現れているように,
浸透していないことも少なくない｡しかし 【アン
ケー ト4】の結果が示すように,目標や指針が共
通理解されることは,児童 ･生徒にも教師にもよ
い影響を及ぼすことは明らかである｡話し合いの
場を充実させ,全職員が当事者意識を持って活動
にあたれるよう,何らかの手立てを取り,全職員
が納得し合意に至るよう配慮する必要がある｡
(2)R-PDCAのCとAでのF･A活用
教職専門実習Ⅱ①にて,B中学校で授業をする
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機会を得た｡清掃に打ち込めない生徒が多いとい
う現状を受け,それは清掃の意義を認識していな
い からではないかと考えた｡教員のみならず,坐
徒も意義が分からないまま実行することに意欲は
持てないだろう｡そこで,道徳にF｡Aを取り入
れ,清掃の意義を明らかにすることを試みた｡
【主題名】｢だれのため,何のため｣の視点で校内活動を
見つめよう 4-(4)役割と責任の自覚 ｡集団生活の向上
【ねらい】日々 ,無意識に行っている活動を｢だれのため,
何のため｣という視点で問い直すことにより,その活動の
目的 ｡効果を知り,今の自分の役割を自覚する｡
① アイスブレイクを通して集団の力について実感する｡
漢字集めゲームを一人で行ってからグループで行う｡
② 学びの見通しを持ち,学びの必要性を感じる｡
まず,学校で行われているある活動の目的や効果を記
したカードを見て何の活動なのかを考えさせる｡続い
て,中学校生活の中間地点であり,部活動や生徒会活動
等学校を引っ張る存在になる時期であることを確認す
る｡そのうえで,活動の目的や効果を自覚して活動でき
るよう,本時は考えるトレー ニングをすることを知る｡
③ 校内清掃の目的と効果を個人とグループで考える｡
まず ｢外国の学校にはなくて,日本の学校にあるもの｣
を考え,本時は,身近なところで ｢校内清掃｣の目的や
効果について個人及びグ/レ-プで考える｡
④ 自分自身の取り組みを振り返る｡
どの目的を達成しているか｡達成していないものがあ
れば,仲間とともにどの目的を達成したいかを考える｡
⑤ 教師の説話を聞く｡
これから活動に困ったときや行き詰ったときは,物事
の目的 ･効果をみんなで考えること,目的や効果を共有
して納得し合ってから,自分たちの役割を自覚し行動指
針 (計画)を立ててみる意欲を持つ｡
図2.B中学校での実践の板書
授業後,生徒は自分が定めた行動指針をもとに
以前より丁寧に掃除をしていた｡
(3)R-PDCAのCとPでのF｡A活用
当大学院の授業において,望ましい組織体系の
在り方を ｢職員会議｣を切り口として話し合う機
会があった｡ そこで,そもそも職員会議にはどん
な目的や効果があるかをグループで話し合い,図
3のような樹形図を作成した｡
図3.後藤,筆者,三滞 (2010)作成
教育課程を円滑に進めることにより教育目標を
具現化するという目的に基づき①議題の厳選,②
報告事項と協議事項の分類化,③定例化解除など
を提案することができた｡習[酎ヒし何気なく行っ
ていた活動に疑問が生じ,改善の余地がないか検
討する際にもF｡Aが有効であることが分かった｡
(4)R-PDCAのCでの可視化の試み
教職専門実習Ⅱ②では,C小学校の研究授業の
事後研究会において,グラフイツカー (記録者)
を行った｡フアシリテ一夕-とグラフイツカーは
兼ねることが望ましいと言われるが,著者の技能
はそこまで達していなかったので,司会者と協力
しながら,構造的に可視化することを目指した｡
｢誰のため,何のたれ の視点で校内活動を見つめF-I1二そう
_タイ:p<の答え二r生練会績勅3
2緋
汁;-I:'!-さ1t.いL'Ll:,_･.
学校をきれも服する
みんなを矧帝も息,iする
発捧ちをきれいにする
勉強をしやすくする
学校集落を過ごLやすくする
校合をき才朋(,にする
協力する力を妬める
け一:;-主-i.I/11十､二.卜:､
自分の心をきれいにする
学校を風は湧よくする
撃軽をきれい竃こする
学習をL常jすくする
学校を過ごし環lすい鱗所にする
校舎をきれいにする
心をきれいにする
甲学校耶中間地点
･ダラスで:プチ こんな目的や効策転-
･1~■TIJ1:TJitj
I:',l-I,'1-7-,･十
･酒擁活動
その日約や効果は?
お客様を迎えや十号ミする
そうじirJ仕好を学ぶ
号う1この枕寿を身につける
5桝
扱容を過こもやすくする
軽食-1の感謝を示す
l感謝の心を示#J
軽率を明るくする
6蜘
挙綾を過ごしやせ-くする
単段を鐘紡Lやすくする
286
職員全員参加の研究会であり,3人の助言者が参
加していたこともあり,全てを可視化するのは困
難であることが予測されたため,事前に構成を考
えて臨み,図4のように模造紙2枚に内容を収め
た｡司会者の話の進め方が巧みだったことが,請
し合いが活性化したことの主たる要因だったが,
話し合いを可視化したことで協議の内容と進捗状
況が分かり,話し合いを促進させる一助になった
ものと考えられる｡
図4.研究授業事後研究会の記録
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4 考 察
(1)F･A活用の有効性について
従来の活動の目的や効果を確認することで内
省し,今後の行動指針を立てるとき,F･Aの思
考法は有効であった｡ 3(2)の実践が示すように,
人数が多いほど様々な目的や効果が想起される｡
また,年齢や経験を問わず活用できることも示し
ている｡
教員は複数の仕事を掛け持ちし,そのうえ想定
していなかった問題に遭遇することも多く, 実に
多忙である｡そんな中,自分に直接かかわること･
かかわらないことに限らず,最低でも活動の目的
と効果だけは納得 ･共有しておくことが不可欠で
ある｡そうした意味で,職員総意のもと,短時間
で視覚的に分かりやすい樹形図等を作成する中で,
活動の主たる目的と効果が明らかになるF･Aは
有効である｡
また,3(3)の実践のように,最重要と定めた
目的を達成するための手段を検討する際のF･A
の有効性もさらに追究していきたいと考える｡
(2)フアシリテ-ション活用の有効性について
用紙やホワイ トボー ドを用いた話し合いの可
視化により,意思統一や話し合いの活性化のほか,
各グループから出た意見を理解する際にも有効だ
287
った｡しかし,その後グループ毎から全体の話し
合いの場に移り,意見を練り合わせる段階でのフ
ァシリテ一夕-の立ち回りが難しい｡適切な対応
がとれるよう,要点と手立てを整理して系統立て
ておくことも必要である｡
5 到達点と課題
(1)到達点
① F･Aは特別なスキルがなくとも活用でき参
会者の納得を得やすく,確認した目的や効果を
もとに価値創造を図りやすいことが分かった｡
② フアシリテ-ションは,場づくりを通じ,世
代や立場を越えて意見が出しやすい雰囲気を
生じさせる｡また,話し合いの可視化によって
論点が見えやすくなり,暖昧さが軽減されるな
どの長所が明らかになった｡
(2)課 題
① 職員が集まる時間と場所を確保しつつ,事前
準備,協議の仕方 報告の在り方について,現
場の状況に応じながら検討する｡
② 価値創造や問題解決に至る手法について,特
性や理論を系統立てて整理したこと,フアシリ
テ一夕-として著者が経験したことを所属校
職員に伝え,普及を図る｡
③ 専門用語を分かりやすい用語に置き換えるな
ど,話し合いに参加する職員の理解を促進する
とともに,目標実現-の道筋を描き,R-PD
CAのサイクルがうまく働くように工夫した
実践を積み重ねる｡
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